
  

 1 / 4 
 

 

 

 報 道 発 表 資 料 
令和 3 年 1 月 26 日 
国 立 国 会 図 書 館  

国際子ども図書館展示会「スポーツと子どもの本」 
開催のお知らせ 

  

 国立国会図書館国際子ども図書館では、令和 3年 3月
9日（火）から 6月 13日（日）までの期間、展示会「ス

ポーツと子どもの本」を開催します。 
 この展示会では、日本で出版された作品を中心に、か
らだを動かす楽しみを表現した絵本や、スポーツを題材
に子どもたちの日常や成長を描いた児童文学などをご
紹介します。また、1964年の東京オリンピックを、当
時出版された子ども向け雑誌などを通して振り返るほ
か、近年注目度が高まっているパラリンピックについて
扱った児童書も展示します。   
 
 
 

【展示会開催概要】 

※報道に際して国立国会図書館国際子ども図書館の名称を表記する場合は、「国際子ども図書館」のように
略さずに「国立国会図書館 国際子ども図書館」と表記していただくよう、お願い申し上げます。 

会 期 2021 （令和 3）年 3月 9日（火）～6月 13日（日） 
開 館 時 間 9時 30分～17時 

休 館 日 
月曜日、国民の祝日・休日（5月 5日こどもの日は開館）、 
毎月第 3水曜日（資料整理休館日） 

会 場 
〒110-0007 東京都台東区上野公園 12-49 
国立国会図書館国際子ども図書館 レンガ棟 3階 本のミュージアム 

入 場 料 無料 
そ の 他 開催予定が変更になる場合があります。最新情報については当館ホーム

ページでご確認ください。 
ホームページ https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2021-01.html 

【お問合せ先】 国立国会図書館 国際子ども図書館 
企画協力課 03-3827-2041（直通） 

https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2021-01.html
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【展示構成・出展資料紹介】 

※以下に掲載している画像は本展示会広報の目的であればご提供が可能です。掲載をご希望の場合 
はお問い合わせください。 

 

第 1部 スポーツ絵本のさまざま 
スポーツ絵本には、からだを動かす楽しみを表現した作品や、運動会のように子どもたちに
身近な場面を描いたものが数多く存在し、人間だけでなく、動物、虫、野菜のような様々な

キャラクターが登場します。また、視覚表現を中心とするメディアとしての特徴をいかして、
動きの一瞬を切り取り、その場面を読者に印象付ける絵本の手法は、スポーツを描く際にも
効果を発揮します。近年では、絵本の表現の幅が一層広がってきたことに伴い、よりユニー

クな作品も登場しています。  

 
第 2部 スポーツを描いた児童文学 

戦争の影響が残る 1950年代、刊行が盛んとなった 1990年代、取り上げられるスポーツの
種類、描き方、読者層が多様化した 2000年代など、スポーツを扱った児童文学は時代ごと
に変化してきました。学校教育における体育や部活動などを舞台に、スポーツと向き合う子

どもたちを描いた作品を紹介します。 

① ➁ 

③ ④ ⑤ 
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第 3部 社会とスポーツ 

スポーツには人々を一つにする力があります。多様性を尊重する社会の構築や、社会的に困
難な状況の打開など、スポーツは社会の様々な場面で大きな役割を果たしてきました。障害、
災害、差別、戦争の 4 つのテーマに沿って、社会とスポーツの関わりを描いた子どもの本

を紹介します。 

 
第 4部 子どもの本に見る 1964年東京オリンピック 

1964年の東京オリンピックは、大会の前後を通し
て日本中が大変な盛り上がりを見せました。その
興奮は、子どもの本にも表れています。当時、子ど
もたちに向けて書かれたオリンピックに関する書
籍や、学年誌を中心とする雑誌の記事を通して、そ
の頃の様子を振り返ります。 

  
第 5部 パラリンピックを知るために 

1964年に開催された東京パラリンピックは、

日本でも障害を持つ人々が社会に進出する
きっかけとなりました。それから約 50年を経
て、パラリンピックの規模は拡大し、社会の関

心も一層高まりを見せ、子ども向けに様々な解
説書が出版されるようになっています。 
 

 

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

⑩ ⑪ 

⑫ ⑬ 
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特別コーナー 名作の中のスポーツ 

長い間世界中の子どもたちに読まれてきた、名作とされる児童文学や絵本の中にも、様々
なスポーツが登場します。「スポーツ」という観点で改めてこうした作品をとらえ直すと、
今までとはまた印象が変わり、新たな発見があるかもしれません。  

 

 

⑦ 
①『おやおや、おやさい』石津ちひろ 文 山村浩二 絵、福音館書店 2010 
②『ぞうの金メダル』斉藤洋 作 高畠那生 絵、偕成社 2004 
③『バッテリー』あさのあつこ 作 佐藤真紀子 絵、教育画劇 1996 
④『リリース』草野たき 著 中島梨絵 装画、ポプラ社 2010 
⑤『白をつなぐ』まはら三桃 著 K. タエコ 装画、小学館 2015 
⑥『みどパン協走曲』黒田六彦 作 長谷川義史 絵、BL出版 2007 
⑦『フラダン』古内一絵 作 今中信一 装画、小峰書店 2016 
⑧『ジェミーと走る夏』エイドリアン・フォゲリン 作 千葉茂樹 訳 沢田としき 画、ポプラ社  

2009 
⑨『かこいをこえたホームラン』ケン・モチヅキ 作 ドム・リー 絵 ゆりよう子 訳、岩崎書店 

1993 
⑩『キンダーブック 観察絵本』19集 6編、フレーベル館 1964 
⑪『東京オリンピック（少年少女 20世紀の記録 22）』織田幹雄 著 岸本健 写真、あかね書房 

1965 
⑫『パラリンピック大事典』和田浩一 監修 堀切功 監修協力、金の星社 2017 
⑬『決定版! パラリンピック大百科 1 パラリンピックがやってくる』小峰書店編集部 編、小峰書店 

2019 
⑭『クィディッチ今昔 新装版』J.K.ローリング 著 松岡佑子 訳、静山社 2017 
⑮『ハリー・ポッターと賢者の石』J.K.ローリング 作 松岡佑子 訳 ダン・シュレシンジャー 画、 

静山社 1999 
⑯ Alice's adventures in Wonderland and Through the looking glass. by Lewis Carroll 

[pseud.] with eighty-nine illustrations by John Tenniel and four color plates by Edwin John 
Prittie, John C. Winston Co. 1923 

⑭ ⑮ ⑯ 


